
第
三
章

大
詰
め
の
天
草
測
量

天
草
上
島
を
二
手
に
分
か
れ
て
測
量
し
て
き
た
一
行
は
、
合
津
村

で
合
流
し
、
残
り
の
上
島
測
量
に
引
き
続
き
、
天
草
最
後
と
な
る
御

所
浦
島
測
量
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

46
日
目

12
月
１
日
（
十
一
月
五
日
）

測
地
・
合
津
村
（
上
天
草
市
松
島
町
）

泊
地
・
合
津
村
（
上
天
草
市
松
島
町
）

《
測
》
前
夜
よ
り
雨
。
６
時
頃
止
む

７
時
、
青
木
、
永
井
、
上
田
、
箱
田
、
長
蔵
、
一
手
に
な
り
測

量
。

合
津
村
前
島
一
周
（
３
・
８
㎞
）
、
池
島
一
周
（
８
７
２
ｍ
）
、

池
島
よ
り
小
島
間
（
46
ｍ
）
、
小
島
半
周
（
１
０
３
ｍ
）
、
小

島
・
二
ノ
池
島
間
（
31
ｍ
）
、
二
ノ
池
島
一
周
（
１
・
０
㎞
）
、

仏
島
一
周
（
７
１
３
ｍ
）
、
ウ
ソ
島
一
周
（
６
８
８
ｍ
）
。
合

計
７
・
３
㎞
。

17
時
帰
宿
。
前
夜
同
宿
。

《
巡
》
曇
天
。
天
文
観
測
無
し
。

今
日
伊
能
様
、
坂
部
様
、
代
官
様
休
足
。
青
木
様
、
永
井
様
そ

の
他
弟
子
衆
で
測
量
に
出
立
。
合
津
村
の
島
々
の
測
量
を
終
え
、

15
時
過
ぎ
帰
宅
。

《
巡
・
坂
部
》
曇
天
。
東
風
。

６
時
ま
で
雨
。
７
時
頃
よ
り
止
ん
だ
の
で
、
伊
能
様
、
坂
部
様

休
み
に
な
る
が
、
青
木
様
、
永
井
様
、
箱
田
様
、
上
田
様
島
々

の
測
量
に
出
る
。
付
添
は
酒
井
、
橋
口
両
人
。
伊
能
様
附
き
庄

屋
は
残
ら
ず
病
気
。

栖
本
組
、
本
戸
組
、
井
手
組
、
志
岐
組
大
庄
屋
、
下
河
内
村
庄

屋
、
中
田
村
庄
屋
へ
、
御
所
浦
村
に
暇
乞
い
に
行
く
よ
う
に
、

代
官
様
の
仰
せ
を
以
て
飛
脚
を
立
て
る
。

伊
能
様
、
内
弟
子
衆
、
竿
取
二
人
宿
・
役
座

下
河
辺
様
宿
・
庵

代
官
様
宿
・
御
座
（
「
御
座
は
真
宗
の
布
教
所
か
」
と
の
注
釈
）

付
添
宿
・
隠
宅

〆

こ
れ
は
伊
能
様
付
廻
り
日
記
に
よ
る

下
河
辺
様
九
月
廿
九
日
（
10
月
27
日
）
よ
り
痢
病
の
た
め
お
休

み
と
の
話
が
付
添
中
よ
り
あ
る
。
今
だ
全
快
し
て
い
な
い
と
の

事
。
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合
津
村
の
前
島
、
池
島
、
小
島
、
仏
島
、
ウ
ソ
島
を
測
量
し
、

16
時
頃
帰
宿
。

合
津
村
に
て
96
銭
２
文
、
筆
者
登
士
助
よ
り
請
取
７
０
０
文
を

竿
取
小
六
よ
り
竿
取
平
助
殿
へ
渡
す
。
こ
の
訳
は
庄
九
郎
が
存

じ
て
い
る
。

（
時
刻
が
三
者
三
様
違
う
が
、
大
体
で
時
刻
を
計
っ
て
い
る
証
さ

か
）代

官
宿
は
御
座
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
日
は
甚
助
宅
と
な
っ

て
い
る
。
当
日
代
官
は
休
息
し
て
お
り
、
宿
を
変
え
た
と
は
思

え
な
い
。

《
木
山
家
文
書
》

態
以
飛
脚
得
御
意
候

然
者
御
測
量
方
茂
明
日
迄
大
矢
野
組
相
済
明

後
七
日
御
所
浦
村
御
渡
海
右
一
村
相
済
候
上
肥
後
御
領
分
江
御
差
入

ニ
御
座
候
間
一
組
ゟ
大
庄
屋
庄
屋
壱
人
宛
御
暇
乞
ニ
罷
出
候
様
御
代

官
様
ゟ
被
仰
聞
候
間
十
日
迄
御
所
浦
村
へ
御
着
之
積
リ
ニ
而
御
出
浮

可
被
成
候

十
一
日
ニ
者
肥
後
地
江
御
渡
海
御
座
候
間
右
日
限
無

間
違
庄
屋
御
同
道
御
出
役
可
被
成
候
以
上

十
一
月
五
日

附
廻
り

大
庄
屋

辰
刻

合
津
村
ゟ

木
山
十
兵
衛
殿

此
状
本
紙
ハ
八
日
夜
楠
浦
村
へ
遣

右
同
村
出
勤
候
様
申
遣
ス

御
暇
乞
い

《
巡
廻
日
記
》
《
木
山
家
文
書
》
に
あ
る
よ
う
に
、
御
所
浦
を
最

後
に
天
草
の
測
量
を
終
え
る
伊
能
忠
敬
に
、
御
暇
乞
い
を
す
る
よ
う
、

付
添
代
官
か
ら
郡
内
の
各
組
に
達
し
の
飛
脚
が
出
さ
れ
た
。

こ
こ
で
、
不
可
解
と
い
う
に
は
大
げ
さ
だ
が
、
不
思
議
に
思
う
の

は
、
十
組
一
町
の
う
ち
、
出
さ
れ
た
の
は
、
栖
本
、
本
戸
、
井
手
、

志
岐
の
四
組
。
更
に
特
例
的
に
下
河
内
村
庄
屋
、
中
田
村
庄
屋
が
入
っ

て
い
る
こ
と
だ
。
（
巡
廻
日
記
）
こ
れ
に
は
、
忠
敬
が
会
い
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
代
官
に
要
請
し
た
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

別
の
意
味
が
あ
る
の
か
。
た
だ
し
、
木
山
家
文
書
に
は
「
一
組
ゟ
大

庄
屋
庄
屋
壱
人
宛
」
と
な
っ
て
お
り
、
全
組
に
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
木
山
家
文
書
で
は
、
木
山
大
庄
屋
よ
り
（
本
戸
組
代
表
と

し
て
）
楠
浦
村
庄
屋
へ
、
御
所
浦
へ
出
向
く
よ
う
指
示
（
要
請
）
し

て
い
る
が
、
何
ら
か
の
都
合
が
あ
っ
た
の
か
、
結
局
は
、
大
庄
屋
本

人
が
、
町
山
口
村
庄
屋
と
共
に
暇
乞
い
に
来
て
い
る
。

ま
た
、
指
令
が
あ
っ
た
の
に
出
向
い
て
い
な
い
の
に
は
、
当
時
の

通
信
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
江
戸
時
代
、
辺
鄙
な
天
草

と
云
え
ど
も
、
宜
珍
日
記
に
見
る
よ
う
に
、
そ
こ
そ
こ
か
な
り
の
飛

248



脚
制
度
が
で
き
て
い
た
よ
う
だ
が
、
現
在
の
よ
う
に
、
即
時
通
信
は

な
く
、
伝
達
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

御
所
浦
ま
で
行
く
と
し
て
、
今
日
と
は
比
較
に
な
ら
な
交
通
状
況
。

行
く
に
行
け
な
い
御
所
浦
島
。
い
や
、
天
草
自
体
が
離
島
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
結
局
御
暇
乞
い
に
参
上
し
た
の
は
（
巡
廻
日
記
）
。

大
矢
野
組

内
野
河
内
村
庄
屋

岡
部
新
左
衛
門

（
但
し
教
良
木
村
へ
）

一
町
田
組

中
田
村
庄
屋

大
堂
作
右
衛
門

冨
岡
町

年
寄

村
川
彦
八
郎

本
戸
組

本
戸
馬
場
村
大
庄
屋

木
山
十
兵
衛

同

町
山
口
村
庄
屋

大
谷
小
十
郎

栖
本
組

赤
崎
村
庄
屋

北
野
記
十
郎

同

須
子
村
庄
屋

落
合
元
兵
衛

御
領
組

下
河
内
村
庄
屋

佐
藤
弥
右
衛
門

47
日
目

12
月
２
日
（
十
一
月
六
日
）

測
地
・
合
津
村
、
教
良
木
村
（
上
天
草
市
松
島
町
）

楠
甫
村
（
天
草
市
有
明
町
）

泊
地
・
【
伊
能
隊
】
楠
甫
村
（
天
草
市
有
明
町
）

【
坂
部
隊
】
教
良
木
村
（
上
天
草
市
松
島
町
）

《
測
》
朝
曇
天
。

六
時
前
、
合
津
村
出
発
。

【
伊
能
隊
】
伊
能
、
上
田
、
箱
田
、
長
蔵
。

合
津
村
観
音
平
よ
り
始
め
る
。
同
村
樋
蔵
引
ま
で
測
り
、
坂
部

隊
の
始
点
に
繋
げ
る(

３
・
３
㎞)

。

ま
た
、
楠
甫
村
高
札
前
に
残
し
た
印
よ
り
横
切
り
、
登
屋
ま
で

測
る
１
・
９
㎞
。
合
計
４
・
６
㎞)

。

15
時
楠
甫
村
へ
引
き
返
し
止
宿
。

宿
・
旧
庄
屋
高
木
七
左
衛
門
。(

同
村
は
大
矢
野
吉
田
長
平
兼

帯
。
当
時
年
寄
浅
右
衛
門
、
儀
右
衛
門
引
請)

。

【
坂
部
隊
】
坂
部
、
青
木
、
永
井
、
平
助
。

合
津
村
樋
蔵
引
よ
り
始
め
る
。
折
尾
、
先
日
打
ち
止
の
梵
天
ま

で
測
る(

３
・
５
㎞)

。
他
に
口
細
入
江
を
半
測(

３
２
１
ｍ)

。

宿
・
教
良
木
村
庄
屋
植
村
嘉
左
衛
門
。

《
巡
》
晴
天
。
夜
分
天
文
観
測
無
し
。

伊
能
様
５
時
出
発
。
合
津
村
海
辺
通
り
を
測
量
。
観
音
平
よ
り

な
け
あ
け
の
鼻
ま
で
済
む
。
楠
甫
村
へ
13
時
こ
ろ
着
く
。
そ
れ
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よ
り
教
良
木
境
ま
で
測
量
の
つ
も
り
。

坂
部
様
同
刻
出
発
。
教
良
木
横
切
へ
向
か
う
。

下
河
辺
様
は
今
日
合
津
村
よ
り
乗
船
し
御
所
浦
へ
行
く
。

伊
能
様
宿
・
楠
甫
村
庄
屋
宅
。

代
官
様
宿
・
同
村
九
蔵
宅
。

郡
中
付
添
宿
・
同
村
浅
右
衛
門
宅
。

今
晩
富
岡
会
所
郡
方
か
ら
調
物
が
送
っ
て
く
る
。
ま
た
役
所

代
官
よ
り
渡
辺
敬
助
様
へ
送
り
物
の
紙
包
み
来
る
。

《
巡
・
坂
部
》
晴
天
。
北
東
の
風
。

５
時
合
津
村
出
発
。
ひ
そ
ふ
ひ
き
鼻(
現
ひ
そ
ふ
き
鼻)

よ
り
合

津
内
蛤
潟
折
尾
に
残
し
た
梵
天
ま
で
測
量
。
教
良
木
星
平
で
昼

食
。
そ
れ
よ
り
山
越
え
で
教
良
木
へ
泊
ま
り
。

三
人
上
下
竿
取
宿
・
役
座
。

付
添
宿
・
霊
光
寺
。

郡
中
竿
取
宿
・(

記
載
な
し)

竿
取
平
助
殿
へ
の
明
け
荷
が
、
合
津
村
よ
り
教
良
木
村
へ
参
る

は
ず
の
処
、
楠
甫
へ
着
い
た
た
め
、
合
津
村
の
荷
物
宰
領
が
飛

船
で
楠
甫
に
行
き
、
早
々
に
教
良
木
村
へ
持
ち
送
る
。

合
津
村
観
音
鼻
よ
り
ひ
ぞ
ふ
ひ
き
鼻
ま
で
伊
能
様
測
量
。
ひ
ぞ

ふ
ひ
き
鼻
よ
り
残
し
た
梵
天
ま
で
坂
部
様
手
合
い
で
測
量
の
筈

で
あ
っ
た
が
、
案
内
者
の
不
案
内
で
蛤
潟
と
い
う
所
よ
り
測
量

が
出
来
な
か
っ
た
。
ひ
ぞ
ふ
ひ
き
に
は
印
が
な
か
っ
た
と
は
い

え
、
地
元
と
測
量
隊
に
齟
齬
が
あ
り
、
そ
の
間
は
、
後
日
に
残

し
、
結
局
翌
七
日(

12
月
３
日)

に
、
伊
能
様
内
弟
子
に
よ
っ
て

測
量
が
済
む
。

内
野
河
内
村
庄
屋
伺
い
に
来
て
そ
の
夜
帰
る
。

合
津
村
庄
屋
が
、
同
村
の
未
測
量
か
所
へ
案
内
の
た
め
来
る
。

伊
能
様
は
案
内
無
し
の
た
め
、
教
良
木
に
行
く
。
教
良
木
村
の

庄
屋
見
習
い(

太
田
氏)

八
重
次
が
案
内
に
来
る
と
い
う
こ
と
を

合
津
庄
屋
よ
り
伝
え
ら
れ
る
。

宜
珍
の
巡
廻
日
記
は
、
坂
部
隊
付
き
の
日
記
も
付
け
ら
れ
て
い
る
。

坂
部
隊
付
き
の
記
録
者
は
、
宜
珍
以
上
に
事
細
か
く
、
様
子
を
記
録

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
坂
部
隊
付
き
の
記
録
者
が
、
几
帳
面
な
人
で

あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
と
同
時
に
、
宜
珍
の
近
辺
に
、
当
時

と
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
能
力
者
が
居
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
翻
刻
文
と
は
い
え
、
解
訳
文
で
な
い
の
で
、
意
味
を
解

す
る
の
に
四
苦
八
苦
。
も
し
、
こ
の
本
書
と
原
文(

翻
刻
文)

と
を
比

較
し
て
、
間
違
い
が
あ
れ
ば
指
摘
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
文
を
読
む
と
、
伊
能
測
量
に
対
し
て
、
現
地
の
協
力
が
如
何

に
重
要
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
理
解
で
き
よ
う
。
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伊
能
測
量
隊
直
属
の
隊
員
は
、
16
名
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
測
量
が

こ
の
人
数
だ
け
で
は
、
決
し
て
為
し
得
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
宜

珍
の
巡
廻
日
記
を
読
む
と
明
ら
か
に
な
る
。

忠
敬
の
測
量
日
記
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
、
サ
ポ
ー
ト
の
重
要
性

が
こ
の
宜
珍
巡
廻
日
記
で
よ
く
分
か
る
。

48
日
目

12
月
３
日(
十
一
月
七
日)

測
地
・
合
津
村
、
教
良
木
村
、
今
泉
村
、
姫
浦
村

(

上
天
草
市
松
島
町)

楠
甫
村
、
内
野
河
内
村(
天
草
市
有
明
町)

泊
地
・
御
所
浦
村(

上
天
草
市
御
所
浦
町)

《
測
》
朝
晴
れ
曇
。

【
伊
能
隊
】
伊
能
、
上
田
、
箱
田
、
長
蔵
。

６
時
頃
楠
甫
村
出
発
。
昨
日
測
り
止
め
し
た
楠
甫
村
登
尾
よ
り

始
め
る
。(

上
田
は
昨
日
坂
部
隊
終
わ
り
、
伊
能
隊
始
め
、
所
違

い
に
よ
り
渡
辺
敬
助
を
派
遣
し
、
再
測
を
成
す)

、
峰
、
そ
れ
よ

り
教
良
木
村
野
々
川
、
小
路
、
坂
部
隊
初
め
の
小
印
迄
測
る(

２
・

８
㎞)

。

そ
れ
よ
り
大
平
、
黒
仁
田
、
草
積
峠(

村
界
、
外
に
同
名
あ
り)

、

浦
村
中
原
、
名
桐
、
松
尾(

頭
百
姓
源
太
方
に
て
昼
食)

、
原
、

十
月
二
十
二
日
残
印
に
繋
ぐ(

６
・
４
㎞
。
合
計
９
・
１
㎞)

。

仕
越
し
共
楠
甫
村
よ
り
浦
村
ま
で
１
１
㎞(

則
、
横
切
り
測
１
１
・

９
㎞)

。
そ
れ
よ
り
乗
船
御
所
浦
へ
15
時
に
着
く
。

【
坂
部
隊
】
坂
部
、
青
木
、
永
井
、
平
助
。

教
良
木
村
小
路
小
印
よ
り
始
め
る
。
下
教
良
木
、
そ
れ
よ
り
内

野
河
内
村
下
、
舟
蔵
、
姫
浦
村(

庄
屋
浦
本
十
左
衛
門
前
、
十
月

晦
日
残
印
に
繋
ぐ)

ま
で
横
切
り
測(

十
月
晦
日
測
と
合
わ
せ
、

６
・
５
㎞)

。
合
計
６
・
９
㎞
。

そ
れ
よ
り
乗
船
、
14
時
頃
御
所
浦
着
。

本
陣
・
御
所
浦
村
庄
屋
福
島
丹
治
。

別
宿
・
百
姓
三
太
夫
。

下
河
辺
宿
・
庄
屋
後
見
勝
太
夫
。

此
の
夜
曇
り
、
天
文
測
量
無
し
。

《
巡
》
今
晩
曇
で
天
文
測
量
は
出
来
な
か
っ
た
が
遅
く
に
晴
れ
た
た

め
実
施
。

弟
子
衆
両
人
と
代
官
様
に
よ
っ
て
、
昨
日
に
残
し
た
合
津
今
泉

海
辺
を
測
量
。

伊
能
様
は
楠
甫
、
教
良
木
境
ま
で
測
量
。
梵
天
よ
り
教
良
木
通
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り
浦
村
ま
で
横
断
測
量
。
５
時
頃
出
発
、
教
良
木
に
て
小
休
止
。

浦
村
松
尾
の
丈
右
衛
門
宅
に
て
昼
食
。
そ
れ
よ
り
乗
船
し
、
御

所
浦
へ
15
時
頃
着
船
。

坂
部
様
手
合
い(

青
木
様
、
永
井
様
も)

は
、
少
し
先
に
着
く
。

坂
部
様
隊
宿
・
安
太
郎
宅
。

下
河
辺
様
宿
・
後
見
光
右
衛
門
方

伊
能
様
宿
・
役
座
。

代
官
様
宿
・
長
太
郎
。

江
戸
竿
取
衆
宿
・
菊
蔵
。

郡
中
大
庄
屋
宿
・
順
左
衛
門
。

郡
中
庄
屋
宿
・
九
郎
次
。

郡
中
竿
取
宿
・
作
弥
。

八
代
よ
り
聞
き
合
役
人
が
御
所
浦
へ
来
て
、
す
ぐ
に
帰
る
。

《
巡
・
坂
部
附
き
》
曇
天
。
北
風
時
々
晴
れ
る
。

５
時
頃
教
良
木
村
出
発
。
姫
浦
へ
横
切
り
。
内
野
河
内
村
役
座

で
小
休
止
。
姫
浦
役
座
に
て
昼
食
。
そ
れ
よ
り
船
で
御
所
浦
へ

渡
海
。
15
時
に
着
く
。

三
人
上
下
宿
・
安
太
郎
。

付
添
宿
・
順
蔵
宅
。

郡
中
竿
取
宿
・
弥
作
宅
。

中
田
村
庄
屋
出
伺
い
。

昼
食
、
宿
に
つ
い
て
、
伊
能
日
記
、
巡
廻
日
記
、
坂
部
附
き
巡
廻

日
記
で
食
い
違
っ
て
い
る
。

伊
能
隊
の
昼
食
は
、
伊
能
日
記
で
は
、
頭
百
姓
源
太
方
、
巡
廻
日
記

で
は
丈
右
衛
門
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
坂
部
宿
が
、
伊
能
日
記
で
は
三
太
夫
、
巡
廻
日
記
と
坂
部
附
き

巡
廻
日
記
で
は
安
太
郎
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
下
河
辺
宿
は
、
伊
能

日
記
で
は
勝
太
夫
、
巡
廻
日
記
で
は
光
右
衛
門
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
巡
廻
日
記
と
坂
部
附
き
巡
廻
日
記
で
も
違
い
が
み
ら
れ
る
。

郡
中
庄
屋
（
付
添
）
宿
は
九
郎
次
と
順
蔵
、
郡
中
竿
取
宿
が
作
弥
と

弥
作
。

ま
た
天
文
測
量
も
、
測
量
日
記
で
は
無
し
、
巡
廻
日
記
で

は
『
今
晩
曇
ニ
而
天
文
無
之
遅
ク
晴
レ
候
故
天
文
相
済
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

若
干
記
録
者
に
よ
っ
て
混
乱
し
て
い
る
よ
う
だ
。

49
日
目

12
月
４
日(

十
一
月
八
日)

測
地
・
測
量
無
し

泊
地
・
御
所
浦
村(

天
草
市
御
所
浦
町)

《
測
》
朝
よ
り
雨
。
午
後
ま
で
降
る
。
そ
れ
よ
り
夜
ま
で
曇
る
。
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《
巡
》
雨
天
の
た
め
測
量
は
中
止
と
な
る
。
終
日
雨
降
る
。

附
き
廻
り
代
官
様
よ
り
測
量
方
役
人
に
カ
ラ
ス
ミ
を
差
し
上
げ

た
が
受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
最
初
伊
能
様
は
受

け
取
ら
れ
た
が
、
坂
部
様
が
辞
退
さ
れ
た
の
で
、
伊
能
様
も
お

返
し
に
な
っ
た
。

大
堂
作
右
衛
門
（
中
田
村
庄
屋
）
今
日
御
所
浦
迄
出
勤
。

《
巡
・
坂
部
附
き
》

米
の
件
で
富
岡
会
所
に
飛
脚
を
出
す
。

役
人
様
方
へ
の
進
物
を
調
え
る
た
め
久
玉
へ
飛
船
を
出
す
。

井
手
へ
飛
脚
を
出
す
。

贈
り
物

こ
の
日
の
巡
廻
日
記
に
は
、
興
味
深
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
翻
刻
原
文
に
よ
る
と
。

「
附
廻
御
代
官
様
ゟ
測
量
方
御
役
人
衆
中
鯔
子
御
上
被
遊
候
得
共

御
請
無
之

尤
最
初
伊
能
様
江
御
上
被
成
候
処
御
請
取
之
処

坂
部

様
御
請
無
ニ
付
伊
能
様
も
御
返
ニ
相
成
」

つ
ま
り
、
附
廻
り
の
代
官
よ
り
、
餞
別
と
し
て
測
量
方
役
人
衆
に

カ
ラ
ス
ミ
を
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
受
け
取
り
に
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
最
初
は
伊
能
様
は
受
け
取
ら
れ
た
が
、
坂
部
様
が
受
け
取
ら

な
か
っ
た
の
で
、
伊
能
様
も
御
返
し
に
な
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。カ

ラ
ス
ミ
（
唐
墨
、
鰡
子
、
鱲
子
）
は
、
ボ
ラ
の
卵
巣
を
塩
漬
け
し
、

塩
抜
き
後
、
天
日
干
し
で
乾
燥
さ
せ
た
も
の
。
名
前
の
由
来
は
形
状

が
中
国
伝
来
の
墨
「
唐
墨
」
に
似
て
い
た
た
め
。
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）

カ
ラ
ス
ミ
は
現
在
天
草
で
は
牛
深
で
作
ら
れ
て
い
る
。
某
商
店
の

ウ
エ
ブ
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
１
０
０
ｇ
前
後
で
６
千
円
、
１
９
０
ｇ
前

後
で
１
万
５
千
円
と
な
か
な
か
高
価
で
あ
る
。

こ
の
カ
ラ
ス
ミ
事
件
？
の
場
面
を
、
北
野
典
夫
氏
は
『
大
和
心
を

人
問
わ
ば
』
で
次
の
よ
う
に
著
し
て
い
る
。

い
よ
い
よ
お
別
れ
で
あ
る
。
伊
能
忠
敬
の
測
量
隊
は
、
天
草

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
去
っ
て
い
く
。
残
さ
れ
る
者
た
ち
は
、

こ
の
偉
大
な
人
物
へ
の
敬
仰
の
意
を
つ
の
ら
せ
、
別
離
の
情
を

深
く
し
て
い
た
。

附
き
廻
り
の
お
代
官
渡
辺
敬
助
が
、
餞
別
に
天
草
名
産
の

鱲
子
を
贈
っ
た
。

か
ら
す
み

「
こ
れ
は
こ
れ
は
…
…
」

伊
能
忠
敬
が
有
難
く
頂
戴
す
る
。
し
か
し
、
坂
部
貞
兵
衛
は
、

固
辞
し
て
受
け
な
い
。
忠
敬
先
生
、
ま
こ
と
に
調
子
が
悪
い
。
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「
ど
う
も
こ
れ
は
…
…
、
そ
れ
で
は
拙
者
も
、
お
志
だ
け
お
受

け
す
る
こ
と
に
し
て
。
」

忠
敬
先
生
、
返
品
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
「
坂
部
貞
兵
衛
の

頑
固
一
徹
、
そ
こ
が
ま
た
同
人
の
良
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
」

忠
敬
先
生
、
ま
こ
と
に
具
合
が
悪
い
。
十
一
月
八
日
、
御
所
浦

で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
挿
話
で
あ
る
。

果
た
し
て
坂
部
は
真
面
目
な
性
格
で
、
賄
賂
等
で
な
く
お
礼
の
品

と
は
い
え
、
受
け
取
ら
な
か
っ
た
の
か
。

現
在
で
は
、
役
人
に
品
物
や
金
品
を
贈
っ
た
り
、
ま
た
役
人
が
貰
っ

た
ら
贈
収
賄
な
ど
の
罪
に
問
わ
れ
か
ね
な
い
が
、
当
時
は
そ
ん
な
法

律
は
な
か
っ
た
し
、
ご
く
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
う
い
う
土
産
物
は
、
こ
こ
天
草
だ
け
で
な
く
、
別
の
地
で
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
他
の
地
の
忠
敬
の
測
量
日
記
を
見
て
み
る
と
。

九
月
二
日
、
三
日
の
別
記
に(

相
良
候
よ
り
贈
物
あ
り)

と
記
さ
れ

て
い
る
。
相
良
候
と
は
、
肥
後
人
吉
藩
主
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人

吉
を
測
量
し
た
の
は
坂
部
隊
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
別
記
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
別
記
は
見
当
た
ら
な
い
。

そ
し
て
、
天
草
測
量
を
終
え
た
十
一
月
十
四
日
に
、
「
此
日
、
人

吉
東
与
治
右
衛
門
来
、
相
良
候
よ
り
贈
物
あ
り
。
我
等
へ
煎
茶
十
斤

一
箱
。
下
河
辺
、
永
井
へ
煎
茶
六
斤
一
箱
宛
。
沢
次
、
平
助
へ
煎
茶

三
袋
宛
。
僕
三
人
へ
茶
弐
袋
宛
、
被
送
之
。
受
納
」
と
記
し
て
い
る
。

し
も
べ

ま
た
翌
日
の
十
五
日
に
は
、
「
八
ツ
後
、
人
吉
城
下
着
。
（
暮
七

ツ
後
雨
止
む
）
。
止
宿
客
館
。
此
夜
郡
奉
行
丸
目
八
左
衛
門
、
相
良

候
使
者
を
兼
挨
拶
に
出
る
。
贈
物
あ
り
。
我
等
へ
毛
木
綿
三
反
。
下

河
辺
、
永
井
へ
毛
木
綿
二
反
宛
。
沢
次
、
平
助
へ
木
綿
へ
二
反
宛
。

僕
三
人
へ
木
綿
一
反
宛
被
送
之
。
受
納
」
と
記
し
て
い
る
。

天
草
測
量
を
終
え
、
伊
能
隊
は
、
佐
敷
町
（
現
芦
北
町
）
か
ら
人

吉
へ
、
坂
部
隊
は
植
柳
村(

現
八
代
市)

を
測
量
中
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
先
に
坂
部
隊
が
人
吉
に
入
っ
た
時
、
人
吉
藩
か
ら
坂
部
へ
贈
物

を
し
た
が
、
坂
部
が
受
け
取
ら
な
か
っ
た
の
で
（
前
記
の
北
野
説
に

た
つ
と
）
、
後
日
伊
能
へ
贈
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
伊
能
は
、
こ

れ
を
あ
り
が
た
く
受
け
取
っ
て
い
る
。

し
か
し
筆
者
が
察
す
る
に
、
坂
部
が
真
面
目
ゆ
え
に
受
け
と
ら
な

か
っ
た
と
い
う
北
野
説
で
は
な
く
、
贈
物
は
あ
く
ま
で
隊
長
の
伊
能

忠
敬
が
受
け
る
も
の
と
の
こ
と
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。

あ
る
い
は
坂
部
も
受
け
取
っ
て
い
る
の
か
、
不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
伊
能
忠
敬
が
、
芦
北
か
ら
人
吉
へ
入
っ
た
の
は
、
ど

ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
ち
ょ
つ
と
不
可
解
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

測
量
の
た
め
で
は
あ
る
が
、
測
量
し
た
の
は
、
芦
北
佐
敷
か
ら
、
山
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越
え
し
て
、
球
泉
洞
が
あ
る
大
瀬
ま
で
。
そ
れ
か
ら
測
量
せ
ず
に
人

吉
へ
行
き
、
そ
の
後
一
気
に
球
磨
川
を
船
で
下
り
八
代
へ
行
っ
て
い

る
。
こ
の
球
磨
川
沿
い
は
、
先
に
坂
部
隊
で
測
量
し
て
い
る
。
相
良

候
か
ら
贈
物
が
あ
っ
た
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
挨
拶
に
出
向
い
た
の
だ
ろ

う
か
。

前
後
す
る
（
五
月
八
日
）
が
、
宮
崎
か
ら
鹿
児
島
（
志
布
志
）
に

入
っ
た
時
点
で
、
伊
能
・
坂
部
へ
泡
盛
一
壺
、
国
分
刻
煙
草
二
包
宛

を
始
め
、
小
者
に
至
る
ま
で
、
贈
物
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
時
の
贈

り
物
は
、
小
者
の
分
を
除
い
て
、
江
戸
へ
届
け
る
よ
う
に
依
頼
し
て

い
る
。

こ
の
贈
物
、
測
量
日
記
に
は
、
度
々
出
て
く
る
。
そ
の
た
び
、
坂

部
さ
ん
も
受
け
取
っ
て
い
る
よ
う
な
の
に
、
天
草
で
は
受
け
な
か
っ

た
の
は
、
な
ん
で
だ
ろ
う
か
。

そ
の
他
の
贈
物
に
つ
い
て
『
第
七
次
測
量
」
全
般
に
つ
い
て
調
べ

て
み
た
。

そ
の
中
で
特
徴
的
な
も
の
を
あ
げ
て
み
る
と
。

①

贈
物
を
す
る
側
は
各
地
一
様
で
な
く
、
一
般
的
に
贈
り
物
は

無
い
か
少
な
い
。

②

た
だ
し
、
現
在
の
大
分
県
、
宮
崎
県
の
測
量
に
お
い
て
は
、

連
日
の
よ
う
に
贈
物
が
あ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
分
県
に
は

８
藩
が
分
立
し
、
さ
ら
に
肥
前
、
肥
後
、
島
原
藩
の
飛
地
が
あ
っ

た
た
め
、
ま
る
で
競
争
す
る
か
の
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

全
て
受
領
し
て
い
る
が
、
辞
退
し
て
い
る
の
が
あ
る
。
一
般
に

送
り
主
は
領
主
で
あ
る
が
、
辞
退
し
た
送
り
主
は
奉
行
や
神
主
、

そ
し
て
代
官
で
あ
っ
た
た
め
の
よ
う
だ
。

つ
ま
り
天
草
で
贈
物
を
し
た
の
は
、
代
官
で
あ
り
、
し
か
も
、
島

原
藩
預
か
り
と
は
い
え
天
領
で
あ
っ
た
た
め
、
坂
部
さ
ん
は
遠
慮
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
。
真
面
目
か
ら
辞
退
し
た
と
い
う
の

は
、
北
野
氏
の
誤
り
で
あ
る
よ
う
だ
。
た
だ
し
、
薩
摩
測
量
終
了
時
、

藩
主
と
同
時
に
付
き
添
い
の
野
元
嘉
三
次
か
ら
も
、
元
平
鍛
の
差
小

刀
を
伊
能
と
坂
部
へ
贈
ら
れ
、
受
け
取
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
例
外
も

あ
る
と
み
る
べ
き
か
。

因
み
に
、
「
第
七
次
測
量
記
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
贈
与
を
記
し
て

み
る
と
。
（
見
過
ご
し
も
あ
る
か
も
）

（
月
日

測
量
地

贈
り
主

受
断

）

文
化
六
年

八
月
二
十
七
日

江
戸
出
発

文
化
七
年

正
月

十
日

豊
後
・
臼
杵
藩
主

受
領

正
月
二
十
一
日

豊
前
・
中
津
藩
主

受
領
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正
月
二
十
二
日

豊
前
・
中
津
藩
主

受
領

正
月
二
十
三
日

豊
前
中
津
藩
・
郡
奉
行

辞
退

正
月
二
十
四
日

豊
前
・
中
津
藩
主

受
領

正
月
二
十
六
日

肥
前
・
島
原
藩
主

受
領

正
月
二
十
八
日

日
向
・
延
岡
藩
主

受
領
－
売
払
い

正
月
二
十
八
日

日
向
・
延
岡
藩
主

受
領

正
月
二
十
九
日

豊
後
・
杵
築
藩
主

受
領

二
月

二
日

旗
本
・
松
平
氏

受
領

二
月

四
日

豊
後
・
佐
伯
藩
主

受
領

二
月

八
日

豊
後
・
森
藩
主

受
領

二
月

九
日

豊
後
・
日
出
藩
主

受
領

二
月

十
二
日

豊
後
・
府
内
藩
主

受
領

二
月

十
三
日

豊
後
・
岡
藩
主

受
領

二
月

十
三
日

肥
後
・
熊
本
藩
主

受
領

二
月

二
十
日

豊
後
・
臼
杵
藩
主

受
領

三
月

八
日

豊
後
・
佐
伯
藩
主

受
領

三
月
二
十
六
日

日
向
・
延
岡
藩
主

受
領

三
月
二
十
七
日

日
向
・
飫
肥
藩
主

受
領

お

び

四
月

六
日

日
向
・
延
岡
藩
主

受
領

四
月

十
日

日
向
・
高
鍋
藩
主

受
領

四
月

十
四
日

日
向
・
佐
土
原
藩
主

受
領

四
月

十
七
日

日
向
・
高
鍋
藩
主

受
領

四
月

十
八
日

日
向
・
佐
土
原
藩
主

受
領

四
月

十
八
日

日
向
・
佐
土
原
藩
分
家
主

受
領

四
月
二
十
二
日

日
向
・
飫
肥
藩
主

受
領

四
月
二
十
三
日

日
向
・
飫
肥
分
家
主

受
領

四
月
二
十
七
日

日
向
・
飫
肥
藩
主

受
領

五
月

一
日

日
向
・
高
鍋
藩
主

受
領

五
月

八
日

薩
摩
・
薩
摩
藩
主

受
領

六
月
二
十
三
日

薩
摩
・
薩
摩
藩
主

受
領

八
月

二
十
日

薩
摩
・
薩
摩
藩
主
外

受
領

十
一
月

八
日

島
原
藩
天
草
代
官

辞
退

（
た
だ
し
、
伊
能
日
記
に
は
記
載
な
し
）

十
一
月
十
四
日

肥
後
・
相
良
藩
主

受
領

十
一
月
十
五
日

肥
後
・
相
良
藩
主

受
領

十
二
月
二
十
二
日

日
向
・
岡
藩
主

受
領

文
化
八
年

正
月

朔
日

豊
後
・
森
藩
主

受
領

正
月

三
日

豊
後
・
府
内
藩
主

受
領

正
月

六
日

豊
後
・
日
出
藩
主

受
領

正
月

六
日

豊
後
・
日
出
藩
主

受
領

正
月

八
日

豊
後
・
宇
佐
神
宮
神
主

辞
退

正
月

九
日

豊
前
・
中
津
藩
主

受
領

正
月

十
日

豊
前
・
中
津
藩
主

受
領
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正
月

十
六
日

石
見
・
津
和
野
藩
主

受
領

二
月

九
日

石
見
・
津
和
野
藩
主

受
領

二
月

十
四
日

石
見
・
浜
田
藩
主

受
領

二
月
二
十
九
日

出
雲
・
広
瀬
藩
主

受
領

五
月

八
日

江
戸
帰
着

い
か
に
、
豊
前
・
豊
後
、
日
向
が
突
出
し
て
い
る
か
が
分
か
る
。

と
い
う
よ
り
、
そ
れ
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
贈
り
物
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
記
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
。

余
記
だ
が
、
贈
る
方
も
、
測
量
隊
の
身
分
・
地
位
に
応
じ
て
、
贈

物
の
数
量
や
質
に
ど
れ
く
ら
い
差
を
付
け
た
ら
い
い
の
か
、
気
を
使
っ

た
と
い
う
説
も
あ
り
、
か
つ
伊
能
か
ら
も
差
を
つ
け
て
贈
れ
と
要
求

し
た
と
の
説
も
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
贈
物
の
種
類
は
様
々
だ
が
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け

取
り
、
持
ち
運
ん
で
い
た
の
で
は
、
長
持
ち
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足

り
な
い
。
そ
こ
で
、
一
部
は
江
戸
送
り
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
殆
ど

換
金
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
換
金
が
、
下
位
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の

ま
ま
旅
費
や
小
遣
い
に
な
っ
た
と
い
う
。

50
日
目

12
月
５
日(

十
一
月
九
日)

測
地
・
御
所
浦
村(

天
草
市
御
所
浦
町)

泊
地
・
御
所
浦
村(

天
草
市
御
所
浦
町)

《
測
》
朝
曇
天
。

先
後
手
７
時
出
発
。

伊
能
隊
・
伊
能
、
青
木
、
上
田
、
長
蔵
。

御
所
浦
村
人
家
下
よ
り
始
め
る
。
嵐
口(

人
家
あ
り)

、
田
尻
、

あ
ら
く
ち

十
段
迄
測
る(

８
・
６
㎞)

。

外
に
赤
島
（
前
島
）
一
周
測(

１
・
５
㎞
、
外
赤
島
間
１
７
８
ｍ
、

合
計
１
０
・
３
㎞)

。

坂
部
隊
・
坂
部
、
永
井
、
箱
田
、
平
助
。

御
所
浦
村
眉
島(

前
々
は
前
島
な
り)

一
周
測(

１
・
９
㎞)

。

マ
ユ

そ
れ
よ
り
牧
島
へ
渡
り
、
瀬
ノ
場
瀬
印
よ
り
始
め
る
。
右
山
沿

い
に
鳩
ノ
﨑(

人
家
15
軒
あ
り)

、
立
見(

人
家
10
軒)

、
長
浜
ま

で
測
る
８
・
３
㎞
。
合
計
１
０
・
１
㎞)

。

坂
部
隊
15
時
、
伊
能
隊
15
時
30
分
帰
宿
。

此
の
夜
、
曇
天
。

《
巡
》
西
風
烈
し
。

伊
能
様
隊
は
御
所
浦
役
座
よ
り
測
量
開
始
。

坂
部
様
隊
は
眉
島
よ
り
測
量
始
め
る
。

昨
日
薩
州
へ
幟
立
て
の
件
で
飛
船
を
出
す
。
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富
岡
町
年
寄
村
川
彦
八
郎
、
町
役
人
惣
代
に
御
所
浦
へ
暇
乞
い

に
出
勤
す
る
。

栖
本
組
須
子
落
合
元
兵
衛
、
赤
崎
北
野
。

郡
中
里
数
帳
面
締
め
か
か
る
。
改
め
里
数
島
々
と
も
、
郡
中
村
々

内
見
里
数
も
写
し
置
く
。

《
巡
・
坂
部
附
き
》
曇
り
。
北
風

６
時
に
眉
島
よ
り
測
量
始
め
る
。

村
川
彦
八
郎
出
伺
い
。

木
山
十
兵
衛
、
大
谷
小
十
郎
で
伺
い
。

佐
藤
弥
右
衛
門
出
伺
い
。

木
綿
三
反
調
え
て
御
用
織
を
拵
え
る
。
代
金
38
匁
を
庄
九
郎
が

出
す
。

51
日
目

12
月
６
日(

十
一
月
十
日)

測
地
・
御
所
浦
村(

天
草
市
御
所
浦
町)

泊
地
・
御
所
浦
村(

天
草
市
御
所
浦
町)

《
測
》
朝
曇
り
晴
れ
。

先
後
手
と
も
六
時
頃
出
発
。

【
伊
能
隊
】
伊
能
、
永
井
、
箱
田
、
平
助
。

昨
日
測
り
止
め
し
た
御
所
浦
村
十
段
よ
り
始
め
る
。
懸
詰
ま
で

測
る(

１
０
・
２
㎞)

。

【
坂
部
隊
】
坂
部
、
青
木
、
上
田
、
長
蔵
。

与
一
浦
、
横
浦
一
島(

２
カ
所
に
人
家
あ
り)

一
周
測(

５
・
５
㎞)

。

そ
れ
よ
り
牧
島(

昨
日
測
り
始
め)

瀬
ノ
場
よ
り
始
め
る
。
左
山

沿
い
に
椛
ノ
木(

人
家
あ
り)

迄
測
る(

５
・
１
㎞)

。
外
に
猿
子

カ
バ

島
一
周
測(

６
８
２
ｍ
。
合
計
１
１
・
３
㎞)

。

両
隊
と
も
16
時
頃
帰
宿
。

此
の
夜
曇
天
。

《
巡
》
曇
り
。
寒
風
。

伊
能
様
隊
は
昨
日
の
残
り
、
梵
天
よ
り
測
量
。

坂
部
様
隊
は
牧
島
に
渡
り
測
量
。

本
戸
組
大
庄
屋
木
山
十
兵
衛
、
町
山
口
村
大
谷
小
十
郎
、
御
暇

乞
い
に
出
勤
。

《
巡
・
坂
部
附
き
》
曇
り
。
北
風
。

５
時
測
量
開
始
。

北
野
太
十
郎
、
落
合
元
兵
衛
出
伺
い
。

※
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《
巡
・
坂
部
附
き
》
の
北
野
太
十
郎
は
、
北
野
記
十
郎
の
誤
記
と

思
わ
れ
る
。
『
有
明
町
史
』
に
も
、
「
上
田
源
作
の
「
御
巡
回
日
記
」

は
、
誤
記
し
て
北
野
太
十
郎
と
し
て
い
る
が
、
上
津
浦
村
庄
屋
脇
山

家
か
ら
養
子
に
来
た
記
十
郎
に
相
違
な
い
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

52
日
目

12
月
７
日(
十
一
月
十
一
日)

測
地
・
御
所
浦
村(
天
草
市
御
所
浦
町)

泊
地
・
御
所
浦
村(

天
草
市
御
所
浦
町)

《
測
》
朝
曇
天
。

両
隊
と
も
六
時
頃
出
発
。

【
伊
能
隊
】
伊
能
、
青
木
、
上
田
、
平
助
。

竹
ヶ
島
一
周
測(

５
・
０
㎞)

。
外
ヨ
ン
カ
島
、
渡
り
２
８
９
ｍ
。

五
百
島
片
側
８
２
ｍ
。

竹
ヶ
島
内
ヨ
ン
カ
島
（
大
平
島
）
一
周(

９
４
０
ｍ)

、
ク
ン
セ
島

一
周(

４
０
６
ｍ
、
ク
ン
セ
島
、
ヨ
ン
カ
島
間
１
２
７
ｍ)

、
葛

籠
島
一
周(

６
６
７
ｍ)

測
。
そ
れ
よ
り
昨
日
測
り
止
め
し
た
懸

詰
よ
り
始
め
、
大
浦(

人
家)

、
今
浦(

人
家)

、
元
浦(

人
家)

前

ま
で
測
る(

３
・
０
㎞
。
合
計
１
０
・
５
㎞)

。

【
坂
部
隊
】
坂
部
、
永
井
、
箱
田
、
長
蔵
。

牧
島
椛
の
木(

人
家
15
軒)

よ
り
始
め
る
。
田
尻(

人
家
２
軒)

、

内
形(

人
家
１
軒)

、
長
浜
、
九
日
残
印
に
繋
ぐ(

１
０
・
７
㎞)

。

外
に
片
側
〆
他
２
０
５
ｍ
、
合
計
１
０
・
９
㎞
。
牧
島
総
周
２

４
・
３
㎞
。

両
隊
と
も
17
時
に
帰
宿
。

此
の
夜
晴
天
、
天
文
測
量
実
施
。

《
巡
》
晴
天
。
寒
風
。

伊
能
様
隊
は
竹
ノ
島
の
測
量
を
終
え
、
本
郷
島
の
内
昨
日
残
り

の
梵
天
よ
り
元
浦
迄
測
量
。
そ
れ
よ
り
帰
宿
。

坂
部
様
隊
は
赤
崎
。

中
田
村
へ
預
け
置
い
た
夜
具
入
り
長
持
３
棹
を
取
り
に
飛
船
を

出
す
。
12
日
朝
船
は
帰
る
。

《
巡
・
坂
部
附
き
》
晴
天
。
北
風
。

６
時
測
量
始
ま
る
。

23
時
肥
後
佐
敷
斗
石
村
庄
屋
市
平
乗
船
の
聞
き
あ
い
に
参
る
。

53
日
目

12
月
８
日(

十
一
月
十
二
日)

測
地
・
御
所
浦
村(

天
草
市
御
所
浦
町)
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泊
地
・
葦
北
郡
佐
敷
町
・
八
代

《
測
》
朝
曇
天
。

両
隊
と
も
６
時
頃
出
発
。

【
伊
能
隊
】
伊
能
、
青
木
、
箱
田
、
長
蔵
。

御
所
浦
村
元
浦
よ
り
始
め
る
。
唐
木
崎(

人
家
あ
り)

、
御
所
浦

本
村
人
家
下
迄
測
る(

４
・
７
㎞)

。

〈
欄
外
・
御
所
浦
島
周
合
計
、
２
６
・
５
㎞
〉
。

御
所
浦
一
周
終
わ
り
。

【
坂
部
隊
】
坂
部
、
永
井
、
上
田
、
平
助
。

黒
島
一
周
測(

１
・
９
㎞)

・
外
に
瓢
箪
島
一
周
測(

３
８
７
ｍ)

。

両
隊
と
も
10
時
前
に
帰
宿
。

此
の
夜
白
雲
小
雨
。

22
時
頃
両
隊
と
も
御
所
浦
島
出
発
。

伊
能
、
下
河
辺
、
永
井
、
上
田
、
平
助
。

肥
後
国
葦
北
郡
佐
敷
町
へ
向
か
う
た
め
乗
船
。

坂
部
、
青
木
、
上
田
、
箱
田
、
長
蔵
、(

梁
田
は
長
持
宰
領)

は

同
国
八
代
郡
八
代
へ
向
け
乗
船
。

《
巡
》
晴
天

①
昨
日
残
り
の
分
を
10
時
頃
に
終
わ
り
、
双
方
と
も
帰
宿
。

②
郡
中
附
き
廻
り
大
庄
屋
庄
屋
衆
、
御
暇
乞
い
の
た
め
罷
り
出

る
。

③
御
暇
乞
い
の
盃
を
上
下
残
ら
ず
差
し
上
げ
る
。
肴
３
種
、
吸

い
物
２
つ
差
し
出
す
。

④
今
晩
22
時
頃
よ
り
乗
船
。
砥
岐
組
の
村
々
よ
り
援
船
22
艘
が

出
る
。

⑤
伊
能
勘
解
由
様
は
肥
後
佐
敷
へ
渡
海
。
付
廻
り
代
官
、
庄
屋

も
見
送
り
に
佐
敷
迄
渡
海
。
２
時
頃
佐
敷
へ
着
船
。

⑥
下
河
辺
政
五
郎
様
、
永
井
要
助
様
も
同
船
に
な
る
。

⑦
附
き
廻
り
代
官
渡
辺
敬
助
様
。
高
浜
上
田
源
作
、
中
田
大
堂

作
右
衛
門
、
宮
田
中
村
清
右
衛
門
参
る
。
荷
物
仕
送
り
に
竹
四

郎
、
東
留
風
年
寄
鉄
右
衛
門
参
る
。

⑧
坂
部
貞
兵
衛
様
は
八
代
へ
渡
海
。
付
廻
り
大
庄
屋
吉
田
長
平
、

酒
井
平
太
兵
衛
、
橋
口
嘉
左
衛
門
、
大
谷
小
十
郎
。
荷
物
仕
送

り
に
庄
九
郎
、
御
朱
印
長
持
宰
領
に
高
戸
の
年
寄
新
兵
衛
、
船

宰
領
に
姫
浦
年
寄
治
郎
作
参
る
。
八
代
よ
り
吉
田
、
酒
井
、
橋

口
、
大
谷
上
下
８
人
大
矢
野
船
よ
り
帰
る
。
庄
九
郎
、
次
郎
作

は
後
に
残
り
、
船
中
で
使
用
さ
れ
た
夜
具
な
ど
を
御
所
浦
へ
積

み
帰
る
。
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12
月
９
日(

十
一
月
十
三
日)

《
測
》
朝
晴
天
。

【
伊
能
隊
】

８
時
頃
肥
後
国
葦
北
郡
佐
敷
町
（
現
葦
北
郡
芦
北
町
芦
北
）
へ
上

が
る
。

天
草
総
代
庄
屋
上
田
源
作
、
大
堂
作
右
衛
門
、
中
村
清
右
衛
門
、

島
原
御
預
所
天
草
代
官
渡
辺
敬
助
送
り
来
て
帰
る
。

11
時
よ
り
同
国
救
麻
都
（
球
磨
郡
）
人
吉
城
下
へ
向
か
う
。
佐

マ

マ

敷
町
よ
り
横
切
り
測
。
（
以
下
略
）

【
坂
部
隊
】

朝
、
肥
後
国
八
代
郡
八
代
城
下
へ
着
。
止
宿

一
文
字
屋
市
左

衛
門
（
々
十
八
日
ま
で
同
宿
）

《
巡
》
晴
れ

北
風

①
伊
能
様
始
め
そ
の
外
乗
船
。
22
時
頃
御
所
浦
か
ら
乗
り
出
す
。

同
夜
半
佐
敷
口
御
番
所
前
に
着
い
た
と
こ
ろ
、
同
所
惣
庄
屋
伊

藤
丑
助
迎
船
の
引
き
船
67
艘
罷
り
こ
す
。

朝
７
時
こ
ろ
川
入
客
屋
下
に
着
船
、
直
ち
に
上
陸
。
肥
後
領
附

き
廻
り
池
辺
長
十
郎
出
迎
え
る
。
宿
亭
主
と
見
え
る
者
が
麻
上

下
（
裃
）
に
て
平
伏
。
路
地
よ
り
座
敷
に
上
が
り
落
ち
着
か
れ

た
と
こ
ろ
で
、
代
官
渡
辺
敬
助
様
、
上
田
源
作
、
中
村
清
右
衛

門
、
大
堂
作
右
衛
門
一
同
、
玄
関
よ
り
座
敷
に
通
り
、
御
暇
乞

い
の
上
引
き
取
り
、
早
速
乗
船
し
12
時
頃
出
帆
、
天
草
へ
引
き

取
る
。
中
村
清
右
衛
門
は
組
元
の
用
向
き
で
御
所
浦
へ
行
く
。

②
渡
辺
敬
助
様
は
吉
祥
丸
よ
り
才
津(

佐
伊
津)

へ
乗
り
つ
け
、

上
田
源
作
、
大
堂
作
右
衛
門
は
浦
村
通
い
船
で
御
領
村
へ
乗
り

つ
け
る
。
同
十
四
日
富
岡
へ
陸
路
で
役
所
へ
罷
り
出
る
。
こ
の

た
び
の
測
量
御
用
が
滞
り
な
く
相
勤
め
て
引
き
取
っ
た
趣
旨
を

届
け
申
し
上
げ
る
。

53
日
間
に
及
ぶ
伊
能
忠
敬
の
天
草
測
量
は
、
御
所
浦
測
量
を
最
後

に
終
わ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
御
所
浦
測
量
最
後
の
日
の
夜
、
次

の
測
量
地
へ
出
帆
。
そ
し
て
そ
の
地
に
着
く
や
否
や
測
量
を
開
始
す

る
と
い
う
、
あ
わ
た
だ
し
さ
。

ま
た
、
測
量
隊
に
終
始
付
き
添
っ
た
、
付
廻
り
一
行
も
、
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
。
喜
び
と
同
時

に
、
充
実
感
も
味
わ
っ
た
こ
と
と
思
う
。

以
下

《
宜
》
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12
月
11
日
（
十
一
月
十
五
日
）

曇

北
風

朝
の
う
ち
雨

測
量
方
御
用
が
相
済
、
昨
日
富
岡
迄
着
く
。

同
所
よ
り
船
に

て
今
晩
帰
る
（
高
浜
へ
）
。

12
月
31
日
（
十
二
月
六
日
）
西
風

曇
り

久
玉
中
原
氏
悔
や
み
に
立
会
い
、
才
作
代
福
二
郎
を
遣
わ
す
。

才
作
代
の
意
味
が
不
明
。
源
作
代
の
事
だ
ろ
う
か
。

伊
能
忠
敬
の
天
草
測
量
総
括
？

御
所
浦
島
を
最
後
に
、
天
草
測
量
を
終
え
た
伊
能
忠
敬
は
、
約
10

時
間
の
船
旅
で
、
九
州
本
土
へ
上
陸
し
た
。

深
夜
で
あ
っ
た
の
で
、
船
内
で
眠
り
に
付
い
た
忠
敬
で
は
あ
っ
た

が
、
寝
入
る
前
に
、
き
っ
と
天
草
測
量
に
つ
い
て
、
あ
れ
や
こ
れ
や

の
総
括
を
し
た
だ
ろ
う
。
忠
敬
に
し
て
み
れ
ば
、
天
草
測
量
は
特
別

な
こ
と
で
は
な
く
一
経
過
地
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
き
っ
と
、
他
所

と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
印
象
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

勿
論
、
測
量
日
記
に
は
、
何
も
記
し
て
無
い
の
で
、
そ
こ
は
想
像
を

た
く
ま
し
く
し
て
、
忠
敬
に
な
り
か
わ
り
、
総
括
を
し
て
み
た
い
。

①

人
情
に
つ
い
て
。

天
草
人
は
、
と
つ
と
つ
と
し
て
い
る
が
、
人
情
は
素
朴
で
細
や

か
で
あ
る
。

②
測
量
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
。

大
多
尾
に
着
い
た
と
き
は
驚
い
た
。
何
人
も
の
大
庄
屋
、
庄
屋

連
が
出
迎
え
て
く
れ
た
か
ら
だ
。
役
所
か
ら
動
員
さ
れ
た
と
は
思

う
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
人
数
が
、
出
迎
え
て
く
れ
た
か
ら
に
は
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
も
万
全
だ
と
感
じ
た
。

③
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
。

事
実
上
、
こ
ち
ら
の
意
図
を
先
取
り
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

貰
い
、
測
量
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
。

天
草
は
、
他
所
に
比
べ
貧
し
い
地
域
と
い
う
印
象
を
受
け
た
が
、

一
汁
一
菜
と
は
建
前
で
、
精
一
杯
の
馳
走
を
し
て
も
ら
っ
た
。
そ

れ
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
が
支
払
っ
た
食
費
や
宿
代
は
些
少
で
、
申

し
訳
な
か
っ
た
。

漏
れ
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
村
か
ら
村
高
に
応
じ
て
、
測
量

に
関
す
る
資
金
の
拠
出
を
し
て
貰
っ
た
よ
う
だ
。
有
難
い
こ
と
だ
。

ま
た
、
数
限
り
な
い
人
々
の
支
援
を
受
け
た
。
天
草
は
島
が
多
く
、

測
量
も
大
変
だ
っ
た
が
、
惜
し
み
な
い
協
力
に
大
変
感
謝
し
て
い

る
。

④
上
田
宜
珍
氏
は
。
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こ
れ
ま
で
多
く
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
き
た
が
、
彼
ほ
ど

熱
心
に
協
力
し
て
く
れ
た
人
は
少
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
識
者
で

あ
り
、
か
つ
知
的
好
奇
心
も
高
く
、
測
量
術
ま
で
問
う
て
き
た
。

自
分
も
名
主
を
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
文
学
に
も
興
味
が
あ
り
、

共
通
点
も
多
く
、
二
人
で
い
る
と
き
は
、
話
が
尽
き
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。

⑤
健
康
で
よ
か
っ
た
。

測
量
隊
員
や
大
庄
屋
庄
屋
連
な
ど
、
多
く
の
人
が
病
気
に
な
っ

た
。
病
気
が
一
番
困
る
。
し
か
し
、
自
分
は
幸
い
に
し
て
、
病
む

こ
と
も
な
く
、
測
量
に
励
む
こ
と
が
出
来
た
。

➅
最
後
に
。

こ
こ
ま
で
考
え
た
と
こ
ろ
で
、
深
い
眠
り
に
付
い
た
。
ま
た
、

明
日
か
ら
新
地
で
測
量
に
励
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
頑
張
ろ
う
。

と
い
う
筆
者
の
忠
敬
に
成
り
代
わ
っ
て
の
総
括
で
あ
っ
た
。

褒
賞

上
田
宜
珍
の
『
御
測
量
方
御
巡
回
日
記
』
の
最
後
に
、
褒
賞
が
記

さ
れ
て
い
る
。

覚

一

金
弐
百
疋

平
井
為
五
郎

一

銀
五
両

酒
井
平
太
兵
衛

一

金
弐
百
疋

吉
田
長
平

一

銀
五
両

大
堂
作
右
衛
門

一

金
弐
百
疋

上
田
源
作

一

銀
三
両

小
松
彦
右
衛
門

一

金
百
疋

脇
山
与
一
郎

一

銀
三
両

伊
野
又
七
郎

一

金
百
疋

大
谷
小
十
郎

一

銀
五
両

中
村
清
右
衛
門

一

金
百
疋

鬼
塚
元
右
衛
門

一

鳥
目
一
貫
五
百
文

竹
四
郎

一

鳥
目
一
貫
文

庄
九
郎

一

鳥
目
一
貫
文

利
十

（
文
化
八
年
）
未
閏
二
月
富
岡
御
役
所
江
御
呼
出
之
上
被
下
置

候
去
年
此
度
測
量
方
御
廻
村
中
廻
昼
夜
致
骨
折
候
ニ
付
被
下
置
く

候
段
被
仰
渡
候

翻
刻
版
の(
註)

と
し
て
、
上
田
源
作
、
酒
井
平
太
兵
衛
と
共
に
苦

労
せ
し
、
深
海
村
庄
屋
橋
口
嘉
左
衛
門
へ
の
褒
賞
書
き
入
れ
な
し
。
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恐
ら
く
記
載
洩
れ
で
あ
ろ
う
。

と
書
か
れ
て
い
る
が
。
そ
の
通
り
だ
ろ
う
。
額
と
し
て
は
、
上
田

源
作
と
同
額
の
金
弐
百
疋
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
上

田
宜
珍
と
共
に
、
薩
摩
に
渡
り
伊
能
隊
と
の
打
ち
合
わ
せ
か
ら
、
９

日
目
迄
附
廻
り
と
し
て
、
勤
め
た
久
玉
村
大
庄
屋
中
原
新
吾
の
名
前

が
な
い
。
こ
れ
は
、
中
原
新
吾
が
、
褒
賞
の
前
年
末
に
死
去
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
下
働
き
の
画
工
・
宰
領
・
料
理
人
に
も
わ
ず
か
と
は
い
え

褒
賞
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
評
価
し
た
い
。
と
か
く
、
封
建
制
社

会
に
あ
っ
て
は
、
本
人
の
能
力
や
働
き
よ
り
も
、
身
分
の
上
下
が
優

先
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
一
の
働
き
を
し
た
高
位
の
人
に
比

べ
、
十
の
働
き
を
し
た
低
位
の
人
は
、
そ
の
評
価
も
低
く
さ
れ
て
い

た
か
ら
だ
。

先
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の
三
人
の
働
き
や
彼
ら
が
感
じ
た
も
の
な

ど
、
生
の
声
を
聴
け
た
ら
、
伊
能
忠
敬
の
測
量
実
態
が
、
倍
加
す
る

ど
こ
ろ
か
千
倍
化
も
す
る
と
思
う
と
残
念
だ
。

や
や
こ
し
い
金
銭
単
位
と
換
算

と
こ
ろ
で
上
田
源
作
が
下
賜
さ
れ
た
金
弐
百
匹
と
は
、
現
在
の
価

値
に
換
算
す
る
と
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
前
に
、
『
上
田
宜
珍
傳
』
の
年
譜
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

文
化
八
辛
未
（
１
８
１
１
）
年
二
月
二
十
三
日

前
年
伊
能
忠
敬

郡
内
測
量
の
際
同
行
し
て
、
諸
事
手
落
ち
な
く
相
働
き
、
其
の
苦
心

少
か
ら
ざ
り
し
功
労
に
よ
り
、
褒
美
と
し
て
金
二
百
匹
賜
る
。
（
因

み
に
当
年
よ
り
島
原
藩
に
於
い
て
も
御
差
略
に
付
き
至
っ
て
軽
少
の

段
承
知
す
べ
き
と
当
時
賜
り
し
辞
令
に
付
記
す
）

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
来
な
ら
も
っ
と
多
く
上
げ
た
い
が
、
経
費

削
減
政
策
の
た
め
、
我
慢
し
て
く
れ
と
の
事
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、

差
略
と
は
適
当
に
取
り
計
ら
う
（
新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
）
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
合
理
化
の
た
め
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
享
和
三
年
（
１
８
０
３
）
に
、
富
岡
附
山
方
役
江
間

新
吾
右
衛
門
が
、
勤
行
出
精
、
百
姓
相
続
方
取
扱
も
行
き
届
き
、
格

別
骨
折
格
別
と
あ
っ
て
、
褒
美
金
五
百
疋
を
下
賜
さ
れ
る
。
（
近
代

年
譜
）

と
あ
る
。
勿
論
、
働
き
の
程
度
を
一
概
に
は
比
べ
ら
れ
な
い
が
、

宜
珍
贔
屓
は
別
と
し
て
も
、
宜
珍
の
忠
敬
案
内
の
働
き
か
ら
し
て
、

そ
の
倍
以
上
の
褒
賞
価
値
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
江
戸
時
代
は
、
時
間
に
し
て
も
そ
う
だ
が
、
金
銭
の
単
位

も
複
雑
で
よ
く
理
解
で
き
な
い
。

複
雑
に
し
て
い
る
の
は
、
金
の
単
位
と
し
て
、
ま
ず
、
金
が
あ
り
、

銀
が
あ
り
、
そ
し
て
銭
が
あ
る
。
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現
在
は
、
政
府
か
ら
の
褒
賞
と
し
て
、
勲
章
は
あ
る
が
、
金
銭
の

褒
賞
は
な
い
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
は
、
し
ば
し
ば
金
銭
の
褒
賞
が

行
わ
れ
て
い
る
。
意
外
に
も
、
村
で
は
庄
屋
等
の
有
力
者
が
多
い
が
、

中
に
は
一
般
農
民
も
あ
る
。

そ
し
て
受
賞
す
る
理
由
は
様
々
で
、
『
天
草
近
代
年
譜
』
に
よ
る

と
。寛

政
六
（
１
７
９
４
）
高
浜
村
百
姓
貞
蔵
、
母
姉
に
孝
心
篤
き
の

故
を
以
て
、
島
原
藩
主
よ
り
褒
賞
せ
ら
れ
、
鳥
目
三
貫
文
を
下
賜
さ

れ
る
。

こ
れ
ら
の
例
は
結
構
多
い
。

さ
て
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
「
古
文
書
な
び
」
に
よ
る
と
、
進
物
用
の

金
銀
の
表
示
単
位
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

金
１
分

=

「
金
百
疋
」

金
２
朱

=

「
金
五
十
疋
」

金
１
朱

=

「
金
二
十
五
疋
」

銀
４
匁
３
分

=

「
銀
一
両
」

銀
４
３
匁

=

「
銀
一
枚
」

銀
１
０
貫

=

「
銀
一
箱
」

銀
５
０
０
目

=

「
銀
一
匁
」

と
い
う
こ
と
は
、
「
金
二
百
疋
」
と
は
、
金
２
分
。
１
両
が
４
分
な

の
で
、
０
・
５
両
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
銀
一
両
が
銀
４
匁
３
分
と
い
う
こ
と
は
、
１
匁
は
10
分
な
の

で
、
43
匁
。
し
た
が
っ
て
、
銀
五
両
と
は
、
43
×
５
で
、
銀
２
１
５

匁
で
あ
る
。
し
か
し
、
儀
礼
用
で
な
い
銀
貨
の
単
位
は
、
先
の
「
古

文
書
な
び
」
に
よ
る
と
、
銀
60
匁
を
「
銀
一
両
」
と
呼
ん
だ
と
な
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
儀
礼
用
は
、
実
用
的
で
な
い
、
単
な
る
栄
誉
賞

み
た
い
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

竹
四
郎
等
が
貰
っ
た
、
鳥
目
と
は
「
銭
」
の
こ
と
。
一
貫
５
０
０

匁
は
、
銭
１
５
０
０
匁
に
当
た
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
銭
１
５
０
０

匁
の
価
値
は
ど
れ
く
ら
い
か
と
い
う
と
、
白
米
が
約
６
升
買
え
る
く

ら
い
の
よ
う
だ
。

と
も
か
く
江
戸
時
代
の
貨
幣
制
度
は
、
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
だ
が
、

こ
れ
が
通
用
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
理
解
し
て
使
っ
て
い
た

江
戸
人
は
、
あ
る
意
味
恐
る
べ
き
時
代
人
と
も
言
え
よ
う
か
。

し
か
し
、
考
え
て
み
る
と
、
誠
心
誠
意
測
量
隊
に
奉
仕
し
た
割
に

は
、
僅
か
ば
か
り
の
褒
賞
と
い
え
よ
う
。

参
考
ま
で
に
金
貨
、
銀
貨
、
銭
の
単
位
も
記
し
て
お
く
。

□

金
貨
（
計
数
貨
幣
）
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１
両

=

４
分

１
分

=

４
朱

１
両
小
判
（
基
本
貨
）

２
分
金
（
２
枚
で
１
両
）

１
分
金
（
基
本
貨

４
枚
で
１
両
）

２
朱
金
（
８
枚
で
１
両
）

１
朱
金
（
16
枚
で
１
両
）

□

銀
貨
（
秤
量
貨
幣
、
た
だ
し
５
匁
銀
以
下
は
計
数
貨
幣
）

１
貫(

貫
目)

=

１
０
０
０
匁

１
匁

=

10
分

１
分

=

10
厘

１
厘

=

10
毛

丁
銀
・
豆
板
銀
（6

0

匁
で
１
両
）

５
匁
銀
（
12
枚
で
１
両
）

１
分
銀
（
４
枚
で
１
両
）

２
朱
銀
（
８
枚
で
１
両
）

１
朱
銀
（
16
枚
で
１
両
）

□

銭
貨
（
計
数
貨
幣
）

１
貫(

貫
文)

=

永
１
０
０
０
文

１
貫

=

１
０
０
疋(

匹)

１
文
銭
１
０
０
枚

=

１
０
０
文..

.

調
銭(

丁
銭
・
調
目
・
丁
百
・
長
銭)

１
文
銭

96
枚

=

１
０
０
文.

..

省
銭(

省
百
・
九
六
銭
・
九
六
百)

４
貫
文
を
「
一
両
」
と
呼
ん
だ
。

地
名
に
つ
い
て

こ
の
「
測
量
記
」
や
「
巡
廻
日
記
」
に
は
、
村
名
か
ら
字
名
、
枝

名
ま
で
多
数
の
地
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
村
名
は
、
現
在
の
地
名
と

同
じ
な
の
で
、
天
草
人
な
ら
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
字
名

以
下
に
な
る
と
、
現
在
消
え
て
し
ま
っ
た
地
名
も
多
い
。

筆
者
の
手
元
に
、
地
名
辞
典
「
角
川
日
本
地
名
大
事
典

熊
本
県
」

が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
各
市
町
村
、
大
字
ご
と
に
、
小
字
名
が
載
っ

て
い
る
。
天
草
の
場
合
は
、
合
併
す
る
以
前
の
市
町
だ
。

こ
の
小
字
地
名
と
測
量
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
地
名
を
照
合
し
て

も
、
現
在
の
地
名
に
載
っ
て
い
な
い
の
も
多
い
。
つ
ま
り
、
消
え
去
っ

た
地
名
も
多
い
よ
う
だ
。
も
っ
と
も
、
集
落
名
の
場
合
、
地
元
の
老

人
等
詳
し
い
人
に
聞
く
と
、
分
か
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
。

ま
た
、
は
っ
き
り
誤
記
の
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
言
葉
の
壁
で
、
村
人
の
地
名
を
、
忠
敬
が
聞
き
間

違
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

267



人
名
に
つ
い
て

「
測
量
日
記
」
に
は
、
人
名
も
多
く
登
場
し
て
い
る
。
特
に
、
九

月
十
八
日
（
10
/
16
）
、
忠
敬
が
大
多
尾
村
へ
と
到
着
し
た
日
、
大

勢
の
大
庄
屋
、
庄
屋
が
出
迎
え
て
い
る
。
そ
の
人
の
名
を
全
て
記
し

て
い
る
。
現
在
は
、
名
刺
が
あ
る
が
、
当
時
も
名
刺
に
相
当
す
る
名

札
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

旅
先
で
課
業
終
了
後
、
暮
夜
独
り
、
受
け
取
っ
た
名
札
を
整
理
し

な
が
ら
、
一
日
の
経
過
を
綴
っ
た
・
・
・
・
・
（
測
量
日
記
解
読
）

忠
敬
の
作
業
。
そ
れ
は
忠
敬
な
ら
で
は
の
仕
事
で
あ
る
。
某
古
物
鑑

定
士
の
言
葉
歩
借
り
れ
ば
『
い
い
仕
事
を
し
て
ま
す
ね
」
と
い
う
こ

と
だ
。
勿
論
、
そ
の
記
入
を
忠
敬
だ
け
が
行
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
が
、
と
に
か
く
名
前
を
い
ち
い
ち
書
き
留
め
て
い
る
こ
と
に
感
心

す
る
。
同
じ
日
記
で
も
、
名
前
が
登
場
す
る
の
と
、
し
な
い
の
と
で

は
ず
い
ぶ
ん
質
的
に
違
い
が
あ
る
。

ま
た
、
名
前
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
○
左
衛
門
、
○
右
衛
門
と

い
っ
た
名
前
が
多
い
。

そ
し
て
、
百
姓
身
分
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
庄
屋
、
庄
屋
は
苗
字

を
名
乗
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
大
庄
屋
は
明
和
七
年
（
１
７
７
０
）
、

庄
屋
は
寛
政
八
年
（
１
７
９
６
）
に
、
苗
字
御
免
と
な
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ま
で
苗
字
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、

公
式
に
は
名
乗
れ
な
か
っ
た
。
「
近
代
年
譜
」
を
み
る
と
、
御
免
以

前
の
場
合
は
、
（
）
付
き
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
書
の
主
役
は
、
も
ち
ろ
ん
伊
能
忠
敬
と
、
上
田
宜
珍
だ
が
、

原
文
で
は
、
伊
能
勘
解
由
、
上
田
源
作
と
な
っ
て
い
る
。

天
草
の
地
史

伊
能
忠
敬
の
天
草
測
量
は
、
大
多
尾
に
始
ま
り
、
御
所
浦
で
終
わ
っ

た
。
忠
敬
の
作
業
は
、
目
に
見
え
る
大
地
（
輿
地
）
表
面
の
測
量
で

あ
っ
た
が
、
天
草
の
そ
の
地
下
、
す
な
わ
ち
地
層
は
、
複
雑
な
も
の

で
あ
る
。
天
草
の
地
層
で
も
っ
と
も
古
い
岩
石
は
、
今
か
ら
２
億
年

以
上
前
の
古
生
代
の
海
底
で
堆
積
し
た
地
層
が
、
地
殻
変
動
で
で
き

た
も
の
で
、
１
億
１
千
年
前
の
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
地
層
が
天
草

全
体
な
ら
、
そ
う
対
し
て
広
く
な
い
天
草
の
事
だ
か
ら
納
得
が
い
く

が
、
各
地
各
様
に
、
様
々
な
地
層
が
存
在
す
る
。

筆
者
は
そ
の
道
に
は
疎
い
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
狭

い
範
囲
で
、
独
特
の
石
等
が
産
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

例
え
ば
、
か
つ
て
天
草
は
石
炭
の
島
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
か
な
り

質
の
高
い
品
質
を
誇
る
石
炭
で
あ
っ
た
。
そ
の
石
炭
も
、
天
草
全
土

に
分
布
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
天
草
下
島
の
西
海
岸
沿
い
に
限
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
も
産
出
さ
れ
て
い
る
陶
石
。
こ
れ
も
、
質

の
高
さ
は
日
本
一
で
あ
る
。
そ
し
て
産
出
地
域
も
天
草
下
島
西
海
岸
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の
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
。

御
領
石
、
下
浦
石
、
合
津
石
な
ど
、
加
工
に
適
し
た
石
も
、
極
限

ら
れ
た
地
域
で
し
か
存
在
し
な
い
。

御
所
浦
島
で
は
、
恐
竜
の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
。

天
草
は
火
山
と
は
縁
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
あ
ち
こ
ち
結

構
火
山
地
層
が
存
在
し
て
い
る
。

話
は
、
や
や
現
在
に
近
づ
く
が
、
切
支
丹
墓
碑
に
つ
い
て
。
五
和

地
区
を
中
心
に
、
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
古
墓
石
が
存
在
す
る
が
、
隠

れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
大
江
等
に
は
、
ま
ず
そ
の
墓
石
は
な
い
。
何
故

か
と
い
う
と
、
そ
の
地
の
石
は
雲
母
質
な
ど
で
、
墓
石
に
適
す
る
石

が
な
い
た
め
と
聞
い
た
。

２
０
１
６
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
、
天
草
で
は
五
和
御
領
地
区
だ

け
被
害
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
不
思
議
だ
が
、
ど
う
も
地
層
が
関
係
し

て
い
る
ら
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
天
草
の
地
層
は
複
雑
怪
奇
。
表
面
で
は
一
枚
島
の

よ
う
に
見
え
る
天
草
島
も
、
ち
ょ
っ
と
地
下
を
覗
い
て
み
る
と
、
寄

せ
細
工
の
よ
う
な
地
盤
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
天
草
に
何
時
頃
か
ら
人
が
住
み
始
め
た
か
。
さ
ら
に
こ
の

狭
い
島
に
多
く
の
人
が
住
み
だ
し
、
か
つ
天
草
の
乱
で
人
口
が
減
っ

た
分
、
さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
流
入
し
て
き
た
。
移
民
の
島
と
も
言

え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
地
に
し
て
も
、
住
民
に
し
て
も
、
異
な
る
も
の

が
、
相
携
え
て
存
在
す
る
天
草
島
。
も
っ
と
も
住
民
は
、
既
に
天
草

人
と
し
て
同
一
化
し
て
い
る
が
。

地
質
時
代
か
ら
歴
史
時
代
を
経
て
、
今
日
ま
で
大
戦
や
大
災
害
等

お
お
い
く
さ

を
乗
り
越
え
、
営
々
と
人
々
が
喜
怒
哀
楽
暮
ら
す
天
草
島
。

〝
天
草
を
知
る
〟
事
が
、
〝
天
草
を
好
き
に
な
る
〟
事
は
間
違
い

な
い
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
の
中
で
も
、
天
草
の
詳
細
精
確
地
図
を
作
っ

た
伊
能
忠
敬
に
、
敬
意
を
表
し
た
い
。
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